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芸について星物故究会（

生物の研究に趣味や璃味をもっている学生の一つの集い軍ある。茸び紋層るにつれて新

人を廻え、矢筈はな矛に去ってメンバーは裔次に要ってゆく状しかし、ここに集うとこ

ろの学生は凍てび長理の探求ということを目的としているのモあるから、従ってそこ1＝自

ら全体に共憩するところの熱意と轟吏さびあるわけ下ある一それと相互向の倍額も出来、

ここに協力一致の美纏が生じ、会則は楽しさ研史の中に大き珪幸福を幸要してし、るわけで

ある。預在虎夫に於ける「生研」のもつ伝疲構碑は確かに去る昭和封立3月引日を以って

文理彗艶に発展した所の古さろるわしき伝座と「史に糎やく、矛と畠専管膝〔造士舘）時

代の学友会の一部に大いに焉躍した「生物粧」の琉れをくむものであると発躍れる。tヒ畠

時代に於し、てぼ毎毎秋の10月25日の細線記念には、種々の多彩放る催し物が底夫に行われ

tたものモあるか・その中芋も宝物斑の出し物は彼等の存在価値を提められ・一触市民の稗

味をひし、たものだった。生物班は薄々礫集会去催したり．又毎耳の覗く主物散布中胎と怠

ってその時は「確宮」を思わせたかにあったあの毎毒の烏r麓戎」の見学読塵被布を行っ

たのも記し＼出になる。かかる古き「史と伝痕をもつ「生物班」の楕滴は今も抄第ること甘く理在の「笠研」に

束れていると魁弓。「窒研」は新しい晴代に薗鹿すべく古い撥から布け出るの隠よい乳

新LL＼穀を着けるための準備と反雀とは大草甘こと百ある。最後に本革の矛二秒隻研主催

展元金は昨年の喀評に上の好守を解られる橡に祈る0

…‥日野先決（文理学部敏漫）

r
沖之永良都鳥異類凝集

今圧の菱休組を利用して8月の下旬から9月上旬にかけC郷里（額に国頭）の醸懸垂ぼ

焦した。沖之永良部息は布津が僅か15里の小鼻‾苛、隆起柳瀬膿から放っている。干軋こ甘

ると議毒＝こは水中にあった郁郁膿がすっかり干掛＝甘るの百あ各い文体文海岸より商魂層

に岸（ノこ且ゲ）が多く出るの下ある・岸看破打際の近くと放賓の荘くと、己の南方の中向の

釣を夫々矛一才二矛≡肇とすると矛一にぼイ元レイシの靖が多と・△ラサモイガレイ

う、キマダライがレイう、ヒロウサイがレイシ、㍉シロり「げレイラ寒は凄く幸恵に居れる。
その外ハナマルユキやとげうガイ等も夢し、0矛＝甥にはイモ耳イび断感多く申さもマダ

ライモ．キヌカツギイモ．イボラマイモ、サマガタイモ等が蓄滴下ある。己の外にノラ汀

イ・しイシダマシコラマやタラ軍多くの種びこの矛二増に多い・径の個体数からいえ

ばむしろしイシダマテが最多数である0その次の矛≡ノ乙留は南米に育っている部分好の下

り二類瓜多く棲免している．ここには虫日が多い。キイロタカラ、ハナビうダカう．ヤク

ヲマダカラ、ホシヴカう、亨か辟れる0葡この叫に一計種々の貝楯欄鳥しているの軍あら
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て爪うガイ．スイブがイウズラ月、ィ、ニシキノキJr、’△乃シ々モト、ラマコ等もいる。

走もこれは掻く敬冶由沿ことを書し豆の下あって・璃香しも￥のノ瑠のみに埼烏している

というわけ下は沿し＼。串．田先生はこの隆起硯御膿を三分して矛一肇をイガレイシ区・矛

享へ呼をイモガイ区、矛三ノし雫を亡＝区と即日丁ている。この外にヌ刺窮に夫巨っても釦K

に浸たらなし＼岩壁にウマキヒの類ヒアマ汀イの類び多い。イポタマキ巴、アラしタマキヒ

フトスヂアマ汀ィ、キバアマガイ等の外、コフベイトわガイ、〒り勺マキヒ害が採れる。
今度の場合外耳の山即ま奄頭目二打ち上げられたものを拾ったのである。この採集で200

食糧を採集出来るのは感しい串である。

…‥紆田貴

魚顎の産潮見礪貴習性

魚類の産開講薗＝まモ撫び水中隻語をするためび余り揺られてい怠し＼が、大要面白し、もの

冬ある。大部分は無類の普頭の産卵形式下あるが痔に分化発達したもの百に「一夫一礪制を

撮ってし＼るものもあり、由ノ無の集の枕なもの、もある。又子供の癖酎二も種々な形態があり

なひなか頭暖課し＼ものである。

1．メダカrOryざノ久6佗乙／βeS〕

体をくっつけて座間する。確泉崎讃習桂は甘い凍凍（軋右横本）

2．一グッとイ（∠eム／もes／℃もノuノ仇も止S〕

職住メダカ軌二属するげ、ソピイばこの科の頼長とし㌔雄の見落が変化して出来た、

豹九〇匹山肌と呼ばれる貨殖更雇を満ち臆の生殖口に放猶、卿ぼ維ゐ体柄生長

し一人前のヴツ色イとして放出される。賭珪魚類はこの外サメの大部分等がある。
、ヽ
（飼育模本）

3・ウナギ（旬担／血J勘光明太地）

日本産ウナギぼはるばるブイリ、ソピン阿近まで行き産耶すると云はれる。何故川の

ウナギがこの枕に遠し＼処に産陣場を括っているかは．不鬼舘巾の不思議と云貢よう。
これ舶＜蛮射るの下高名．百中の岬必中と云う柵の禁の林な形をたど

りシラスウナギとな。的する。．稚魚哺毒は欄（毎血呼ん地の「シラスウナギ

画定橋本）●

4．ニラギブ舵（Pe乙／uSCノ／七es乙／ゼSS止血♂）

サザエの中に座間しそれをサげェに守られるずるい亨噂を取っている。これI二類属

するものにl3、とがィ、タナゴがあり．普選産仰告を薪つている、（㊨定標本〕
5．ムツゴロ

焚中に右団の珠放穴を作り入口で

傑等し、之に新一しい水を怒り込ん

噂も、苺。 二二二‾l＿、l‾
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6・タツノオトラゴ（〟ノ〝∂甲州β〟SJapO融Cαざ）

確は保育秦を拝もそれに雌か間をろみつけ十令発育するまで誰が卑っている。（国

定篠本）

ワ・テラチ〃ダイC布解れ必九台薗αS〕

更構徳雄が口にくわえて口内境南するので覇名下ある。その疇奈胡椒は餌も取らぬ

のが普通である。C固定標本〕

8．トミヨ（戸α乱射乙／仏SSカは明息椙）

技術軌二鳥も進歩した魚類下、水中にて3．5C吼位の山鳥の線の細く作る。林筍は各

樋脇の碑石あり雄がその節で保護する。那加生みつけられると雄はその入口を狭

くし、時化後も発会請動に入るまで筒を蓮ん百くる。9・尺うダイスブイ、ソシユ（！勉C←甲∂d比3甲e′℃の払必蛤）

バールヴラミー（升′C鋤顧馳＝短通）

此雲上勺ギヨ科の愚は産間習住が面白し、。等横した確は水面に出て空気を良くみ・

澹藤を作り、幾び史欣しても鵬瓜膿を恐れたり．逃げたりすると時によっては雌を

殺して－し∃う軌二激LL＼もの百ある。産細直前の臆は聴親水とつつに着色して文体

夕方5時頓より産肺を陶葡する。産帥箆は東尾型式牒ありり確び調Ⅵ牒濾昏み周密

に攻卵煎横する。卵は雄がくわえて集の中に入れる。一座に柑～20卵位放出して一

匹瓜200位の放帥数である。二の蹟佐貫の悪い唖は卸を合ってしまうものである。

産卵後酢は個の方に迫し、やられて之を雄一匹び守っている。蔓琴に於いて印篭日射痕

南榎で酎ヒする水3日位は誇帥水残っている。焉初任のなし＼稚魚を確が最中l二つれ

もどしたりするが、一週㈲臆すると蓮に稚魚を食ってしきろ。非常に斗睾任のある

魚でもあり、又発生時画び短く剛ま入亨し易いので発生突轍の有職科と患ぼれる。

粟屋型式を限るものにドジョウ等はる。

10・エフゲエルフイッシユ（ク乙針甲布達娠側一視飢摘彿）

之は要啓癌確、立は席佳梁も行ろとし、ろ石亀なものGあ，るe夫凱二捻ったものは‾

方か死ぬともう産卵活動を停止するのが普通である．矢鱈否水底にくぼみを作り、

雇用する。夫婦で前を動かして新鮮な水を送り込み4日向（謝℃）位下隋配するが

くぼみに入れてよく守ってあり、指を入れても唆し＼つくPと云ぼれる。才やニラ幸と

舅なり手倍を育てる黍番lコ敵方奉雲である。急けた魚は一方が寒巷遂行をせまリ、

Dでい晴には帥々稚魚を会し、夫婦別れをして、急け創ま超される。之は熱橋魚の六

一プヒ云ばれてし、る。（伺斉凛本）…‥見地皐・‥‥
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昆　虫　瑠 しその1）

今珠は議場徳まりかい昆’虫の世親と芝の重箱飛雲の頂太と甘る、望命理象にのいて考え

てみたいと党います。

生命と云轟については種々の評釈があります紋二の生命に′）いては2つの相本由に昇

った考えがありまもとの一つは観念輸由怠生気論と云はれるもので、望命及びその起廉

を細の枚放起自然由甘もので誕明しようとする考え否す。も弓一つは生命を唯物論軌二宝

物像と云うカ貫の営む緯鶴はエネルギーと物雲の向原であるとし・モ町ユ化学理最初窟現

象に行きっくもの百あるとするもの下す。しかし望命理象は謹放る物理環易々化学現象

下は甘く、それらの隼りは節重しし、恵1史の理象を呈するものです。
この向題葛物理撃化学更にあら炒る笠物理の部口に南保してくるの下すが．我々の

勉強不定と人手不足のためほんの一部の睾しか出来ません下した。

この会場下且次の三つのテーマについて考えて昆ましよう。

享．敢マぼなぜ生命を感賞と疑るのでLJろ。

2．過去の人達は笠命をどの疎に考えて果たのでしょ弓。

3．生命はどん廿にして空じたのでしよう。

二の3つの何題1二ついて葡削二艶明すると淀の幼く懲ります。

1．につし、Tは生命毛物質と更る万がより合理的だと里ばれます。更その養え方は耕証護

的臓物諭の考え方と一致するもの草す。

2・の向鄭二つし＼てぼ遠い書から多くの人によりて種々の解巷が甘芋れ讃したが・それは

その癖代の科学の連珠の程度わその際代を安配していた足熱＝彰督されています。＝

▼の奉は由世の舜敦と科挙の由慎重あ考えに炒るとあ照りと労います。

3．の向題についてぼ稽夜霧も進歩した考え方苛ある、鴇鉦意的唯物論の上に立ったオバ

ーりン筈の吾削＝徒nT、原密刺酎こ於ける無橙物から有料物び合放される車種を筒単

l二乗烹する幸にしました。

放曙才律－りユ寿「生命の恵原」

バナール着「望命の定額」

茂ノび撃破での韻譲ノートを参看としました。…‥戸畠修・‥‥

〔その2）

この加こして発生し、造化発展した生物の一群としての昆虫の分布は．文体り区に釧1

られます。（吏一回）日本の昆虫は大陸と唾療き苛あったといわれる矛4岩己祁掛こ痙づた

し、に分布して果たと着えられていまもこの旧光菜のものに顛洋莱め種かおくれて南方ひ

ら侵入して来たと考えられます。本県産の媒類でこれを眺めると、あむよそ（矛一意）の

林に甘ります。
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更にこの分布は重に人匿＝ニよる預種の要化でどの珠に受って来たのでしよ石か？

（矛二表）は人蘭の亨による蝶の積急環境の喪化石国禾したものです。（志巻民による）

テープは矛一恵の種類の分布碓吸去元してし、きすも要に（矛二回）も参照して下さい。

つまり人向の手か加った烏合1移動力の出さい2食草の融通柱の乏しい棲払い粉く

なりいずれか1っの條件が満される亀頭は普通程となります。下すがら種類数の多いと

ころはゎこの普薄種に前春か加ったところ即ち環礁的甘自慾び良く保たれている所でも

（患巻尺）

日本の蝶の放繁緩戦鞠畠では敢虫の採集によるこの分布の研究び盛んでしたボ鞍後

は嫁の望話更の研究年盛んl二なり日本産の種類はほとんど全部一座の芋幹ひリなつきま

した。生活史の研究は英国に課し＼下2番目に進ん下し、るといわれます。

モこて蝶の疎音を比べて敲讃した。櫓物l二度みつけられた小さは卵からいめらしい毛

虫等虫の幼虫晴代をすぎてし＼がめLL、婦になり、そしてあの芙LL、躾か生まれるの石亀

幼虫の食べる臆物（食草といし＼ます）は凄類によってきまっていき読

下は蝶の弓供は食物の好き壊し＼かあるの下しよ弓か？サツマララ寺の幼虫を優って源

べてみました。（矛≡表）を制度下さし、

甘蝶は方めんと幼虫が食べれる凍甘植物に産印してんれます。どうして向遠も甘いのき

LJ弓？。しかし雌の相場下も幼虫は元気よく育ちまも超蝶は何故この栃功l二は産師

しなも、の下しようが？．この幼虫ばつジの掛は何杖食べ好いの百しようか？。そればか本

能た〝とし、っても由凛は雁課しません。
下はこの′′本♯々とは何卒しようひ？

モつシロチョウはキマぺツの汁を鴫わした液に産印し書家さて何が彼女をそ弓させたか

？。そこ引は、その汁の取令の何ひかせ軌こ産的行釦をあこさせるものと考えられき．丸

これと同じ疎放尊びカイ］め他の虫下もくわしく伊東されましたぴ、総局食草を凝承康碧

は渥嬰紬碧噴尊王はその連合による反射作用か三下あると云ばれています．

この枕に昆虫の行軌ま化学的物理的か翔破の落人で明らかに甘りつゝありま毛木ルモ

二や醇寒村薗伝写の研免れ進めばいわゆる神祖的柱本能も科学駐日二を明がつく♯l二才奇

苗しよう○この事は萩り要って碓球上の生物次どうして茫重したかを春夏てあますと卑

くわかります。‥・∴桔町境夫‥‥・

描物「分■韓

樋物分類でぼ、県内の柏物（零点・穆子鹿）、薬用植物、妊禁箱物廿とマある誅、二の

バラつレ＼ソトには虻等の内密を全部記歎することは市銀でありますから要綱薔物につし、

て述べてみると

窓用礪物は其の鳴物体中に謂病に利用せられる種々の有地政介去含有する．之事の成合

は何れの筍掛二も含有せられるぜ線素蛋白質環筍槍鞠等の精成分と貞放り標諾包茎
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理作用を葛するもの杖卑し、。之雲の有効成合は丈別して攻のⅢ最に分へ事な出来乱

「1）植物婚肪惑

相物の遜ヲ中l＝含奄せられる油類で蓉発する優男を毒せず下軸ヶ軟膏座薬等の

基礎薬薬品の惑刺要用石鹸の原料等Yせられる。

（2）絹物堰発想（積油）

葉種子果奥社良知等の芳香右肩する部分に含有せられる櫻弾性の魂で、何

れも鳴石の酉あり吾科として用し、られるもの多く立笹口粟句あるものか思し、。

（3）アル乃ロイド（鳴物唸基〕

窒素を含有し塩豊の佐貫を萄する成分をフルロイドと云巧。フルロイトは懲苦味を

奄し徳めて刺しい空理作用至高するもの者∠本疎令を含有する碩物は多くは肩車

てある。銀帝、頭痙僧服等の寒効を扇するもの許多し、ひら服用には青竜を箸する。

（心配萄体

広く確物体中に含肩せられ鳩を痛合する成分下ある．多くは宮噂を右し苦味健胃

利尿強心算の初あるものか名l∴

以上の株古市旬肢分の合南尋はその恨前の産柑載積議、乾燥誼製議案によって冥なる

場合がある馴二其の隔韓日＝当って．ぼ骨も酌むの護貴を南する。

さて一顧にこの附丑にある皆さんの御存知の埴功につし、ての老子のものの薬用を紹介

しC更よう。

・倒しヴ耳や鮎断仙地謡

雲を援集して鼓膜したもの百ある。報命は「色言ニ」「シ女オー」L」「ツヨフ」「慕、ル

ネオール」等を妄敢分とする礪菌を含右する。蜜の澤刺畑％位を咽喉炎の含蠍如ヒし

文煎軌として一日五風位を服用すれば止掬。止血止汗軌として菊地である。其の他「

サル丹‘ヰフ」亨由の原料「＼ノース」の好吾判として多量に用いられる。

・・ノラ、ソ与・T。1・・．卜・～′′tr－‾’∴・′、

敢熟した積享を援集して乾燥したものである。純分は「コ日＝ノ」rトりコネりフ」「れ

ル△アルテヒード」林檎酸等を含有する。－蠍に叔欽躯として下痢止通穫切傷其

の他の職人痛一切に用いられる。丈不を長寿の知抹あるとして一日十五貝毒内服する。

・オ末バコ触り吻／諾1メ融乱dノ最知βaC雁

生賓名は車前章率静子下車前章は全軍を援兵したもの百、車輌引ぼ良く熟した種子を

梓擬して賛嘆したもので両方戦も利尿竜演舞に用いられ又車前章環健胃強壮剤と

してぼ驚くべき卓効を元す。一日十五風位を粗服更はま禁左前理して食用Yする。車痢

手は利尿刺として麻商事に用し＼文八ッ自警と配合して理力の僧知内昏尽ひrトり目」

の詣轟に隅い其の他頚咳寮として百日咳、味危害に一日にnR佃を敵堰し又鴫虫粗

塚にも用し＼られる。
・ドゥダミ脇伊α蝿血血訪仏〝仏

生壕名口許築くデユウサイ）下ある。餉花期に全章を採集して茸操したもの百ある．全



ー7－

華中には積鶉を含讃する。最も有名な買腐案下生薫の項汁は化膿種物勧領事に地而

して効かある。ヌ瘡書下し宅し利尿喪賃の勅去烏し叙病、尿蓮室算に一日三十瓦を

敢服する。豆粗許は頼餌庵、田虫零を麓礁し文論甥同として用し、られる。

●力ラフウリ払勉励励C．rc紗机仙加祝融射れ

笠賓名は王鉄板王胤仁Y云う。王礼砲は秋の未から恵の初削：かけて根を混り出し

水洗した後に外皮を卸し、下乾曝したもので、王飢仁は充分良く熱した弾奏を揺り肉を破

って水頚して頓首のみを援取して蒙帰したもの下ある。王臥相ぼ幸恵利尿下血遺

尿療砺人血の蓮に却あり一日に一五員也を煎用しヌ持柊超に代用せられる。王臥

仁も太秦痕下血都として闘し、られる。丈竺栗を二つ窃＝こしたもので凄傾、ヒどの忌髄

を密碗すると卓効のあるもの百ある。聾から末長した7K艮ひ生粟の液汁は化粧水宅して

優良百ある

・ヨモギα血沈蛸壷∠・て畑々朝血沈加地ンれ・

生襲名は隻葉下葉垂凍寒乾燥したもの首筋異の芳香と苦噂とを右するものである。時

分はアテニフコり二等百痛感の職分は与未－ルツヨーフ・セユキテルベラ雲と叙

するものである。頗痛吐譲又止血制として子曽出血、頗血害に施用して効果かあると

されてし、る。周登は一日八鼠を煎用する。ヌ神慈痛野騰落経祐療頭痛題冒

咽喉加各県、一顧強壮卸として有効である，その佃、Ⅶ軋打瑛在算の場合はその推り汁

看賓布する。
・セフブIJ脇脇押㌍′1－止孔九血

生賓は当竣百合軍重恩乾したもので健胃雫として鯉罠醸鴫虫駆除剤縮念下し倉でで

一日に十瓦嘘を被服する，

・フ如けり（ゲフノショウコ）衝力戯血竹泌独仏山

喜等を鼓峰したもので古来下痢止の勅賓百一日老瓦を漁用すれば膿痛赤潮廠細水

中り魚肉の中書雷史炎地境病風邪などに計妨なあゑ

（相思三年舅着′′襲用硯物団敢〝）…‥大村郁巣・‥‥

槌翔「生∴理

聴吻宣長黙ルモフ

望御津に広く令嘉してし＼る杖動物翳t二はその作用ゲ未だに未明である。植物界に於い

てはその作用は、宝として生長住建、抑制言下ある。生長衣ルモフ仁は種々あるが、董甘

ものにはア巾キラフ乱一玖イフドール酪酸サブクレフ－惑酸である。下は建長女の

作閑を具体軌こ天才と汝の棚く下ある

生長木ルモフの裸出

1子葉鞘の切頭（工二Jrり）

頭部より2仰れの軒を切取って　その上 含ますし、恕支
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巻片側に乗せ雨着の属曲直を見る。この事を施用して試裾功嘗重奏天（3％）に

屏皇薗甘しこの奉天を上記方まで屈日勤さす。

2エフドづ訊斡議

了ニ′ドゥを鴎空虚暮し、＝最爪種I二限ったら諷g南下から95蝕程切環ってきれを頭

部の方から3m程切込みを入れる。この茎を未知の生長秦素産乗に浸す。統6時

向そして屈曲雇雇割臆する。ノ旧し予め何イ通モ何度恩曲寸るか毒制定して居な

くて蝶等ら、ぬ。

屈曲南無戎

生長秦の布部

1力≒ス△ギを叡頭し頭重再び乗せる。生長

秦は啓部より移動して果て光に射し忌曲する。

2上の吏無で頭蘭の向に確の墓を正常位逆位

に揮屯と面烏の宙l二ぼ光に対する戯曲に差を

生す、即ち移動に堰催杖ある。

3工シバりの体を水草に恩し＼C下向上側に蜜祖片を挿むと後恵は脊母性を宣する

び姉貴は翌さ甘し＼。印ち望長寿は下側を移動して来るから上軋「雪協を挿入する

も移動はさまたげられす下側に補えすると移動出来ず従って原曲を里さ珍し、。

A．竺長寿は子葉鞘突端下形敢されるから先端を切ると生長速度に羞雲を生する。

生長

エフ代りの幼苛と種々廿か、スYの由慄

りフコ賢秦より鷲呈するガスは伸長生長を抑糾し肥丈生長を促す。二の作剛J石炭ガ了

にても深められる．

工ニドゥの幼積を濃度の早甘る生長泰（ヘテロ才一宰うつ）の中に培養し伸長産を見る。

船上の外に醍酪由像は、．アルコールi象醇乳酸酸酵醗酵￥複の廃係をしている。

…‥平田冶‥‥・

ショウジョウバエにつし＼て

うヨウヲヨウバ′工は節足郭勿∩昆虫綿視認目ラヨウヲヨウ八二軌二展する山型の

ハエの捻紋でこの科の内下世界に広く分布し筒竜も掟軽的商尊で篭育挟撃＜、買吏然

会費形質がよく瑠れるので遠伝突抜の林判として都合のよいものに竿イロショウラヨウバ

エDmSoPLt柄脚腑限如小柄柳川あるの

二二百ぼ妻にこの種について説明したし＼。
§1．形龍雄紬筒は毒諮色解筒瑚引細長く通常音側にら分枝．聴餞＝二g分枝

する。頭頂は善臣で、頭喝の約強の鬼さ百上部かやゝ広くはっている。頭頂側線の

矛2略簸瑚引ま側の押撮剛毛の長この癖始百ある．矛2［］堆剛毛は矛1のそれとほヾ
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ごえ声音ご′’．

矛1図・キイロショウヲ≡ドコバ工の雌娃　　　　　矛2固・キイ【］テヨウブヨわバーェの

A醜　B雄・（Mor9a乱止重腑鮎）
前脚住礪上雉、下櫨

（与野、畠用、1934）

ニ㍊Jぷよ㍊・′一㍍1㍍－′パし－JJ・J㌦′7∴ふ⊥品′㌫ふぶ品んJu㌶．▼－㌣、㍍Jll芯－′ぶ、㍍ご〇品こ㌫㍑ふぷん㌫1㌫鑑識‘ふて・・ぷ㌫品・ぶ・雷も㍍薬Gユ鵠ミ㌫・・し㌫ふふ欄鴎調担品鑑悪球語群㌫昔u弘に戦記甥

である。口吻は菩葡巴。覇王臥確は手管。譲粗は噛未碍色や表面は瑠bか百月㍑㌔中

的音は奏褐色、ときに茶的臓は恩謁虻の致束び縦走する。前橋梧剛毛を努と。柄楯篠

は≡筒形で深苓福芭車、屠場に長く強歯音前後2対の刷毛き葡する。、廓は恵草色。前

職の矛1附帯の内面に和0本の果芭憩直な軟より砿る桜橋がある。壌甑は喧築遜色、

矛l人4疇昔薇の麦端部に題星巴の穣楕びあり、予ぢ～G頒様は全体瑠監督百ある。
麺は透明で2′細内外の長さびある。外部生殖器のだ奄愚には冶卸本の寒色強轟音醜モ

廿ある。

（雌〕帆は体長群雄より4、大下的細には桟橋はない。噴恥の予2～9態昔板の先

端里橋は中島である。

〔帥）闇の両頭端に2吏起ヴある。

L幼虫）幼虫頗面の鈎は鼠色である。

し囁）後足日柄は堰く、先端石＝叉し、欄泉柄は短く・先端IJ卒均9令癒し塊状を

指、す。

§2．発達史Ⅶひら羽化するまでにぼ笛℃に於て軌0日碗モある。（泰溺急にて飾畠）

§一3，生態象屋内の台所．倉庫等の頭物桶；＝まゴ≒箱等に領も多く賓藩するが野外に

も買よく繁殖する。世界美徳毯冬．本州、九州．四個．あよび北海蓮に令節する。

TH．Mq巧机が初めて窟伝学の計如津軽して挿し＼てより、藩伝削ま勿論．生理学．

窒寛軋乗鞍形態軌二も広く用いられfいる0季節的頚長及課目過重請動は・この種

に於ては7月下旬より多く葦吏され噛め．9月初旬頃烏轟とせり10日中軌より小くな

っていると報告されているび鹿県鳥喬に於ては10日下旬まで、天気のよい日の年簡柏

騎頃より年応4時確までばか怠り多数揺曳することが出来るよう百ある。
揉崖並萌に飼合議

ラヨウショウハエは普通15。C‘、慾℃ま守の蘭は相当に清華に癒びまわるが∴fOdc以下で

は醸し、風の当らなし、ような場合にじ′つと止ってし＼る。湿度の忙軽的轟し、．ろす時ひところ

を好み、日の出埼後と日韻前後には食物あるし￥は産卵揚頭を求めてよく囁びまわり、大喝
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光政の遍節するよう珪所l二はあまり見られ甘い。採集するには止っているもの重昭曳膏で

硬い取ってもよし＼が．これよりもトラップ（紙製のヒールコップ）が牛乳瓶の底にりフコ

ミカフ・．バナナ賃の酎」かゝつたものをスJL．屋内のろす暗し＼ところる毒物の置湯等l二

置くこうして焦ったハエはビニールの栗の麿に逢2（碑位の穴去あけたものC袋の大

きこぼトラ、、ノプロ星より々、夫き白のものなまし＼）をそつY8環仕痕の穴には飼育瓶を

あて＼トラップの側を軽くたゝき、細事硯に喧い追赤字辛く亀蚕する。編育瓶は牛乳瓶か

蚤3～5帆の囁軌二編粗を入れたものであるか飼剛はトーモ」ココラ衝と福唸、それl二療

天を初えて肴沸したものを辰からlScれ付諷し込んたものて根ぼその舶こ嚢気滞貴賓一座

行ってあし＼た方状よし＼。それl二つトニ綿亡講義ガーゼをか正せた義をする。これは冬勘に

はZSOc優に保った定義鼻に1れて飾偏する。
二の瓶に1れるハエの畦故老知るにぼこれ桑ワ口、ホルム黍しませた線香〕、nた瓶に

入れ動か沿く甘ったら直右に出して億率の低い顕教頭か滴奉のルーペて帝都老貝て区別

する。亡の安粗目卸こよって雌雄き各一頭づっ入れたりしてもよいだろろ。飼市報にはハ

エの止り場所として畷取練を野天の餌に立て、おくと産卵するにも筍都合である。幼虫

が曙化して日払立ち錦に放る鞠l二は餌から触れてるたらに瓶の側蘭わ碩閤諌酎二はい上

る。膿線諸色体重み逐日こばこの期の幼虫の嘩嘘が葺も更よし、よろである。涛LL、ことは

駒井壷培土の「ラヨウヲヨウハ′工の遠伝と密醸」冶今井喜寿着のr藩伝学車検法」を諌

んGL＼ただきたい。何釧二もラヨウシヨ引r工は飼育を早めCから日か疎いの否太さっぼ

甘祐介にとと、めさせていたたきます。
新　納　疇　弘

塀等会員名簿

・貝垣行田莱≡（53）東條哲雄（S3）

・題額東前章CF3）臆内患臍（F3）

・昆虫福田晴夫（招）戸島修（43）

皇宮轟弘（月2）冊本曝（F2）

・箱物分浮薄時米吉（E3）田原篤行（舶）

塔最愛赦（A2）木村和泉（鋸）

・鶴物生理瓜田語（S3）頭多ヨ［昌子（S4）

石崎頚武川2）宮畏信隆（41）

長野秀人（El）

佐多正光（Aヨ）

川＋勉（El）

前田象仲川】）

黒　田　修　畠（S2〕

・動　　物　　新　郷　晴　弘（52）　長　嶺　8月　確（S2）　鹿　島　遼　－（ノ＝）

廼田喝郎（引）

S．文理曽部E：教育学部

首‘水産学前月：農学部
教雪は学茸

t弾懸穀盟野望禦貯繊細登壇輿琶㌻盟伊那画聖懸朝倉盟群れぢ撮轡致激怒榊禦豊野咄椒細で，禦思想㌣思想が鱗ぬ漸淑ヴ血盟豊恥興聖璧雨脚棚聖豊野聖
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